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平成18年度決算の概要
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まちプロニュース　ほか

ふるさとの歴史・
　文化遺産でまちおこし  3

　明けましておめでとうございます。
　新しい年が皆さんにとって健やかで希望に満ちた１年でありますよう心から
お祈り申し上げます。
　今、国・自治体を問わず、行政は大きな転換期を迎えております。このよう
な状況の中で、市政の取り組むべき課題も、総合ごみ処理センター建設はもと
より、行財政改革の推進、中心市街地の再生、農林業の活性化、若者の定住化
を促進するための雇用創出など多岐にわたっております。

　私ども議員一同、山積する課題を着実に解決し、今年もその歩みを止めることなく、未来への展望
を切り開いていく責務があります。自らに課せられた使命の重さを感じつつも、市政に携わる者として、
かかる大きな転換期に巡り合わせたことをむしろ幸福と考え、誠心誠意、力を尽くして取り組んでい
く覚悟であります。
　市民の皆さんには、さらなるご支援、ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

　新年明けましておめでとうございます。
　市民の皆さんには、夢と希望に満ちた2008年の輝かしい新春を健やかにお迎
えのことと、心からお慶び申し上げます。
　さて、高度情報化や少子高齢化、さらには都市と地方の格差問題の進展など、
さまざまな側面において社会の構造的な変化が進んでおり、本市を含め地方自
治体には厳しい状況が続いています。
　こうした中、昨年は前年に策定した第４次総合計画や第８次行財政改革大綱
の着実な推進に努め、当初の目標値を上回るなど成果を上げてまいりました。また、長年の懸案事項
でありました「アルネ・津山」再建問題の決着やクリーンセンター建設地の決定など、まちづくりの
新しい段階に入ることができました。
　本年も、引き続き市民の誰もが幸せを実感できる「しあわせ大国 つやま」の創造を目指し、職員
一丸となり積極果敢に挑戦してまいりたいと思います。
　市民の皆さんのご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げ、新年の挨拶といたします。

ふるさとの歴史・文化遺産でまちおこし 
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　津山市には、洋学などの学術遺産や城東地区・
城西地区・津山城跡などの歴史遺産だけでなく、
鉄道近代化遺産や文化遺産など、多くの地域資
源があります。
　新春を迎え、市長を交え有識者の皆さんに地
域資源を活かしたまちづくりについて語ってい
ただきました。 
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る
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で
椿
高
下
で
育
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１
年
に
１
回
は
墓
参
り
な
ど

で
帰
省
し
て
い
た
も
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、
最
近
の
津
山
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況
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よ
く
知
り
ま
せ
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で
し
た
。

　

今
朝
、
城
東
む
か
し
町
や
新
洋
学
資
料

館
の
建
設
予
定
地
、
津
山
駅
の
機
関
庫
や

転
車
台
な
ど
を
見
て
回
り
、
最
近
の
津
山

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
津

山
駅
の
転
車
台
な
ど
は
子
ど
も
の
こ
ろ
に

見
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
近
代
化
遺
産

と
し
て
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光
を
浴
び
て
き
て
い
る
と
い
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話
を
聞
い
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代
は
変
わ
っ
た
ん
だ
な
」
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い
ま
し
た
。

　

変
わ
っ
て
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ま
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た
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所
も
あ
り
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が
、
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で
山
紫
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明
、
小
京
都
と
言

わ
れ
る
昔
な
が
ら
の
た
た
ず
ま
い
は
基
本

的
に
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。
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山
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で
す
。

そ
れ
と
津
山
高
校
本
館
が
10
年
ほ
ど
前
に

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
も

印
象
深
い
こ
と
で
し
た
。
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す
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私
は
下
町
に
当
た
る
下
紺
屋
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育
ち
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古
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新
し
い
も
の
が
混
在
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る
ま
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。
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な
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し
ま
っ

た
坪
井
町
の
よ
う
に
、
帰
る
度
に
少
し
ず

市
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
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津
山
に
は
歴
史
・
文
化
遺
産
が
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
役
割
は
、
郷
土

の
歴
史
・
文
化
、
あ
る
い
は
諸
先
輩
の
功

績
を
掘
り
起
こ
し
、
次
の
時
代
に
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
と
、
新
年
に
当
た
り
思
い

を
強
く
し
て
い
ま
す
。

　

幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
に
か
け
て
、
日

本
の
夜
明
け
・
近
代
化
を
大
き
く
前
進
さ

せ
た
箕
作
・
宇
田
川
を
代
表
と
す
る
津
山

藩
の
諸
先
輩
。
こ
れ
ら
の
諸
先
輩
を
顕
彰

す
る
た
め
、
平
成
21
年
11
月
の
開
館
を
目

指
し
、
新
し
い
洋
学
資
料
館
の
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
現
在
、

官
民
協
働
の
手
法
で
、
中
島
病
院
旧
館
の

保
存
や
利
用
方
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

中
島
病
院
旧
館
は
、
現
在
の
洋
学
資
料
館

や
基キ
リ

督ス
ト

教
図
書
館
と
同
じ
棟と
う
り
ょ
う梁が
建
て
た

名
建
築
物
で
す
か
ら
、
き
ち
ん
と
保
存

し
、
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
津
山
に
は
次
代
に
引
き

継
ぐ
べ
き
良
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

ふ
る
さ
と
津
山
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か

を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い
ま
す
。
来
年
に

は
市
制
80
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
う
い

う
視
点
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
頑

張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
津
山
に
残
さ
れ
た
地
域
資
源

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
３
人
の
方
々
に

来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
津
山

の
印
象
や
思
い
出
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ


